
(57)【要約】
汚れを除去するための組成物を記載する。この組成物は、カルボキシル化イミノ化合物と
必要に応じて酸化剤を含有する。この組成物は、醸造所、酪農工場および炭酸飲料工場に
ある装置のような加工装置において優れたクリーニング特性を発揮する。またこの組成物
は、脂質ベースおよびタンパク質ベースの汚れの優れた除去を示す。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
（ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 、 お よ び （ ｂ ） 水 を 含 み 構 成 さ れ る 、 硬 質 表 面 か ら 汚
れ を 除 去 す る た め の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が 、 式
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 各 Ａ は 独 立 に 、 シ ュ ウ 酸 基 、 マ ロ ン 酸 基 、 コ ハ ク 酸 基 、 グ ル タ ル 酸 基 、 ア ジ ピ ン
酸 基 ま た は ピ メ リ ン 酸 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 二 酸 基 で あ り 、 Ｒ は 水 素 、 炭 素 数 １ ～
１ ６ の ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル 基 で あ る ） を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が イ ミ ノ ジ コ ハ ク 酸 ま た は そ の 塩 で あ る 、 請 求 項 １ に 記
載 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
汚 れ を 除 去 す る た め の 前 記 組 成 物 が 更 に 酸 化 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 酸 化 剤 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
汚 れ を 除 去 す る た め の 前 記 組 成 物 が 、 約 ０ ． １ 重 量 ％ 乃 至 約 ６ ０ ． ０ 重 量 ％ の カ ル ボ キ シ
ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 と 、 約 ０ ． ０ １ ％ 乃 至 約 ６ ０ ． ０ ％ の 酸 化 剤 と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載
の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
（ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お よ び 水 を 含 む 組 成 物 を 供 給 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｂ ） 汚 れ が 熱 分 解 し て い る か 否 か を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、
（ ｃ ） 汚 れ が 熱 分 解 し て い る と 判 断 さ れ た 場 合 に 酸 化 剤 を 供 給 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 み 構 成 さ れ る 、 食 品 加 工 装 置 か ら 汚 れ を 除 去 す る た め の Ｃ Ｉ Ｐ 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が 、 式
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 各 Ａ は 独 立 し て 、 シ ュ ウ 酸 基 、 マ ロ ン 酸 基 、 コ ハ ク 酸 基 、 グ ル タ ル 酸 基 、 ア ジ ピ
ン 酸 基 ま た は ピ メ リ ン 酸 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 二 酸 基 で あ り 、 Ｒ は 水 素 、 炭 素 数 １
～ １ ６ の ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル 基 で あ る ） を 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 汚 れ を 除 去 す る
た め の Ｃ Ｉ Ｐ 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お よ び 酸 化 剤 が 食 品 加 工 装 置 へ 同 時 に 供 給 さ れ る 、 請 求
項 ７ に 記 載 の 汚 れ を 除 去 す る た め の Ｃ Ｉ Ｐ 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お よ び 酸 化 剤 が 食 品 加 工 装 置 へ 同 時 に 供 給 さ れ な い 、 請
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求 項 ７ に 記 載 の 汚 れ を 除 去 す る た め の Ｃ Ｉ Ｐ 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
酸 素 放 出 剤 が 供 給 さ れ る と 共 に 、 前 記 酸 化 剤 が 、 約 ２ ０ 乃 至 約 ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 酸 素 放 出
剤 を 含 む 使 用 ク リ ー ニ ン グ 溶 液 を 生 成 す る 速 度 で 供 給 さ れ る 請 求 項 ７ に 記 載 の 汚 れ を 除 去
す る た め の Ｃ Ｉ Ｐ 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
（ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 を 含 む 第 １ の 組 成 物 と 、
（ ｂ ） 酸 素 放 出 剤 を 含 む 第 ２ の 組 成 物 と 、
（ ｃ ） 第 １ の 組 成 物 お よ び 第 ２ の 組 成 物 の 両 方 を 、 熱 分 解 し た 汚 れ に 対 し て 使 用 す る た め
の 説 明 書 と 、
を 備 え た Ｃ Ｉ Ｐ ク リ ー ニ ン グ の た め の キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が 、 式
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 各 Ａ は 独 立 し て 、 シ ュ ウ 酸 基 、 マ ロ ン 酸 基 、 コ ハ ク 酸 基 、 グ ル タ ル 酸 基 、 ア ジ ピ
ン 酸 基 ま た は ピ メ リ ン 酸 基 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 二 酸 基 で あ り 、 Ｒ は 水 素 、 炭 素 数 １
～ １ ６ の ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル 基 で あ る ） を 有 す る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 酸 素 放 出 剤 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が イ ミ ノ ジ コ ハ ク 酸 ま た は そ の 塩 で あ る 、 請 求 項 １ ２ に
記 載 の キ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は ク リ ー ニ ン グ 組 成 物 に 関 す る 。 特 に 、 本 発 明 は キ レ ー ト 剤 を 含 む 組 成 物 に 関 し 、
そ れ に よ っ て 、 キ レ ー ト 剤 が 実 質 的 に 生 分 解 可 能 な 場 合 で も 、 組 成 物 は 思 い が け な く 優 れ
た ク リ ー ニ ン グ 結 果 を 示 す 。 こ の よ う な ク リ ー ニ ン グ 組 成 物 は 、 特 に 、 熱 分 解 し た 汚 れ で
汚 染 さ れ た 装 置 を 清 浄 に す る こ と が 所 望 さ れ る 場 合 に は 、 更 に 酸 化 剤 を 含 む こ と が で き る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 、 醸 造 所 、 炭 酸 飲 料 工 場 、 お よ び 特 に 酪 農 工 場 の よ う な 食 品 お よ び 飲 料 加 工 設 備 を
清 浄 に す る こ と は 極 め て 重 要 で あ る 。 通 常 、 こ の よ う な 加 工 設 備 は 、 設 備 を 構 成 す る 機 械
の 内 側 お よ び ／ ま た は 外 側 部 分 を 、 機 械 内 に 存 在 す る 様 々 な 汚 れ と 反 応 す る 溶 液 に さ ら す
こ と に よ っ て 清 浄 に さ れ る 。 ま た 、 オ ー プ ン プ ラ ン ト ク リ ー ニ ン グ （ open plant cleanin
g） 装 置 お よ び 技 術 を 用 い て 、 加 工 設 備 （ す な わ ち 、 工 場 ） そ の も の を 清 浄 に す る こ と が
非 常 に 望 ま し い こ と も 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 定 置 洗 浄 （ cleaning-in-place、 Ｃ Ｉ Ｐ ） シ ス テ ム は 、 加 工 設 備 で ク リ ー ニ ン グ
、 消 毒 お よ び 衛 生 化 装 置 が 使 用 さ れ る 場 合 に 好 ま れ る こ と が 多 い ク リ ー ニ ン グ シ ス テ ム で
あ る 。 こ の よ う な Ｃ Ｉ Ｐ シ ス テ ム は 、 通 常 、 予 備 洗 浄 溶 液 、 ク リ ー ニ ン グ 溶 液 お よ び 後 洗
浄 溶 液 の よ う に 、 溶 液 を 独 立 し て 収 容 す る 幾 つ か の 貯 蔵 容 器 を 備 え る 。 多 く の 場 合 、 こ れ
ら の タ イ プ の 溶 液 は ク リ ー ニ ン グ 中 の 機 械 の 気 体 お よ び 液 体 流 路 内 へ 予 め ポ ン プ で 送 り 込
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ま れ 、 次 に 、 最 終 的 に 廃 棄 の た め に 排 出 さ れ る か 、 あ る い は 次 の ク リ ー ニ ン グ サ イ ク ル の
た め に 回 収 さ れ る ま で 、 機 械 の 中 を 循 環 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 は 、 通 常 、 Ｅ Ｄ Ｔ Ａ の よ う な キ レ ー ト 化 剤 を 含 む 。 し か し な が ら 、 Ｅ
Ｄ Ｔ Ａ は 容 易 に 生 分 解 す る こ と が で き ず 、 そ の た め 、 環 境 、 特 に 河 川 に 排 出 さ れ た と き に
重 金 属 の 放 出 を 引 き 起 こ す こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の 他 の Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 は 、 Ｅ Ｄ Ｔ Ａ の 代
わ り に メ チ ル グ リ シ ン 二 酢 酸 （ Ｍ Ｇ Ｄ Ａ ） を 用 い る 。 Ｍ Ｇ Ｄ Ａ は Ｅ Ｄ Ｔ Ａ よ り も 生 分 解 し
易 い が 、 Ｍ Ｇ Ｄ Ａ を 含 む Ｃ Ｉ Ｐ 組 成 物 は 、 熱 分 解 し た 脂 質 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 を 含
有 す る 汚 れ が あ る 環 境 で は 、 良 好 な ク リ ー ニ ン グ 結 果 を 示 さ な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
環 境 に 優 し い 添 加 剤 を 含 み 、 加 工 設 備 で 見 ら れ る よ う な 汚 れ を 清 浄 に す る の に 有 効 な 組 成
物 を 調 製 す る こ と に 対 す る 関 心 が 高 ま っ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 汚 れ 除 去 組 成 物 に
関 し 、 こ の 組 成 物 は キ レ ー ト 剤 と 、 必 要 に 応 じ て 酸 化 剤 と を 含 む と 共 に 、 組 成 物 は 環 境 に
優 し く 、 脂 質 を 含 有 す る 汚 れ の 除 去 、 ま た は タ ン パ ク 質 を 含 有 す る 汚 れ の 除 去 、 も し く は
そ の 両 方 を 含 め 、 思 い が け な く 優 れ た ク リ ー ニ ン グ 結 果 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
加 工 装 置 を 清 浄 に す る た め の 努 力 が 開 示 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ８ ８ ， ３ １ １ 号 に
は 、 前 洗 浄 工 程 な し に 装 置 を 清 浄 化 す る た め の プ ロ セ ス が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
装 置 を 清 浄 に す る た め の そ の 他 の 努 力 が 開 示 さ れ て い る 。 国 際 特 許 出 願 第 Ｗ Ｏ ９ ７ ／ ２ １
７ ９ ７ 号 に は 、 メ チ ル グ リ シ ン 二 酢 酸 を 有 す る 定 置 洗 浄 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
装 置 を 清 浄 に す る た め の 、 さ ら に そ の 他 の 努 力 が 開 示 さ れ て い る 。 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ６ ４
， ５ ６ １ 号 に は 、 ア ル カ リ 性 材 料 お よ び 酵 素 を 用 い る Ｃ Ｉ Ｐ シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 ５ ， ８ ８ ８ ， ３ １ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】
国 際 公 開 第 ９ ７ ／ ２ １ ７ ９ ７ 号
【 特 許 文 献 ３ 】
米 国 特 許 第 ５ ， ０ ６ ４ ， ５ ６ １ 号
【 特 許 文 献 ４ 】
米 国 特 許 第 ６ ， １ ８ ４ ， ３ ４ ０ 号
【 非 特 許 文 献 １ 】
Delsing B.M.A. and Hiddinkj, Nederlands Instituut Voor Zuivelodersoek, Verslag V
240, Fouling of Heat Transfer Surfaces by Dairy Liquids、 Netherlands Milk and Da
iry Journal, 37 1983, pages 139-148
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 １ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 硬 質 表 面 か ら 汚 れ を 除 去 す る た め の 組 成 物 に 関 し 、 こ の 組
成 物 は 、 （ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 、 お よ び （ ｂ ） 水 を 含 む 。 こ こ で 、 （ ｉ ） 組
成 物 は 食 器 洗 い 機 で は 使 用 さ れ ず 、 か つ （ ｉ ｉ ） 汚 れ は 食 品 、 飲 料 ま た は 酪 農 加 工 設 備 で
発 生 す る 汚 れ で あ り 、 石 油 加 工 設 備 か ら 回 収 さ れ る 汚 れ で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 硬 質 表 面 か ら 汚 れ を 除 去 す る た め の 組 成 物 に 関 し 、 こ の 組
成 物 は 、 （ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 、 （ ｂ ） 水 、 お よ び （ ｃ ） 酸 化 剤 を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 、 本 発 明 の 第 １ ま た は 第 ２ の 実 施 形 態 の 組 成 物 を 使 用 す る
方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 は 、 （ ａ ） カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 を 含 む 第 １ の 組 成 物
と 、 （ ｂ ） 酸 化 剤 を 含 む 第 ２ の 組 成 物 と 、 （ ｃ ） 熱 分 解 し た 汚 れ 、 特 に 、 熱 分 解 し た タ ン
パ ク 質 を 含 有 す る 汚 れ 、 熱 分 解 し た 脂 質 を 含 有 す る 汚 れ 、 ミ ル ク ス ト ー ン （ milkstone）
ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む 熱 分 解 し た 汚 れ に 対 し て 、 成 分 （ ａ ） お よ び （ ｂ ） を 利
用 す る た め の 説 明 書 と 、 を 含 む キ ッ ト に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 明 細 書 中 で 使 用 さ れ る 場 合 、 汚 れ 除 去 組 成 物 の 部 分 Ｉ と は 酸 化 剤 を 含 ま な い 部 分 ま た は
第 １ の 組 成 物 を 意 味 す る も の と 定 義 さ れ 、 汚 れ 除 去 組 成 物 の 部 分 Ｉ Ｉ と は カ ル ボ キ シ ル 化
イ ミ ノ 化 合 物 を 含 ま な い 部 分 ま た は 第 ２ の 組 成 物 を 意 味 す る も の と 定 義 さ れ る 。 汚 れ 除 去
組 成 物 と は 、 部 分 Ｉ を 含 有 す る 組 成 物 、 ま た は 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ の 混 合 物 を 含 有 す る
組 成 物 を 含 め 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お よ び 水 を 含 有 す る 組 成 物 を 意 味 す る も の と
定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 に 関 す る 唯 一 の 制 限 は 、 カ ル ボ キ
シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が 食 品 お よ び 飲 料 加 工 設 備 に お け る 脂 質 お よ び ／ ま た は タ ン パ ク 質 を
含 有 す る 汚 れ の 除 去 を 促 進 で き る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ５ 】
多 く の 場 合 、 本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 は 次 の 一 般 式 を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
式 中 、 各 Ａ は 、 独 立 に 、 シ ュ ウ 酸 基 、 マ ロ ン 酸 基 、 コ ハ ク 酸 基 、 グ ル タ ル 酸 基 、 ア ジ ピ ン
酸 基 ま た は ピ メ リ ン 酸 基 の よ う な 二 酸 基 （ diacid group） で あ り 、 Ｒ は 水 素 、 炭 素 数 １ ～
６ の ア ル キ ル ま た は ア リ ー ル で あ る 。 し か し な が ら 、 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 各 Ａ は コ ハ
ク 酸 基 で あ り 、 Ｒ は 水 素 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 は 、 例 え ば 、 酸 無 水 物 を 水 で 処 理
し （ 例 え ば 、 二 酸 を 生 成 す る た め ） 、 得 ら れ た 二 酸 を ア ン モ ニ ア お よ び 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム
に さ ら し て 所 望 の カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 を 生 成 す る こ と に よ っ て 生 成 す る こ と が で
き る 。 ま た 、 本 明 細 書 に お い て は 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 の 塩 を 使 用 す る こ と も 本
発 明 の 範 囲 内 に あ る 点 に 注 意 さ れ た い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
最 も 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 は 塩 で あ り
、 前 駆 体 と し て 無 水 マ レ イ ン 酸 を 用 い て 生 成 さ れ る 。 こ の よ う な 好 ま し い 化 合 物 は 、 通 常
、 Ｄ ， Ｌ － ア ス パ ラ ギ ン 酸 、 Ｎ － （ １ ， ２ － ジ カ ル ボ キ シ エ チ ル ） 、 四 ナ ト リ ウ ム 塩 と 同
定 さ れ 、 Bayerに よ っ て Ｂ ａ ｙ ｐ ｕ ｒ ｅ （ イ ミ ノ ジ コ ハ ク 酸 ナ ト リ ウ ム 塩 ） の 名 称 で 販 売
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 の 量 に 関 し て は 、 汚 れ 除 去 組 成 物
の 部 分 Ｉ の 全 重 量 に 対 し て 、 多 く の 場 合 は 約 ０ ． １ 重 量 ％ ～ 約 ６ ０ ． ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く
は 約 ０ ． ２ 重 量 ％ ～ 約 ３ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ り 、 最 も 好 ま し く は 約 ２ ０ ． ０ 重 量 ％ ～ 約 ４ ０
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． ０ 重 量 ％ の カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 が 使 用 さ れ る （ そ の 中 に 包 含 さ れ る 全 て の 範 囲
を 含 む ） 。 部 分 Ｉ の 残 り は 水 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
酸 化 剤 を 用 い る こ と が 所 望 さ れ る 場 合 （ す な わ ち 、 熱 分 解 し た 汚 れ が 除 去 の 対 象 で あ る 場
合 ） 、 そ の 酸 化 剤 が カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 に よ る ク リ ー ニ ン グ を 向 上 さ せ る 限 り は
、 ど の 酸 化 剤 を 使 用 し て も よ い 。 こ の よ う な 酸 化 剤 と し て は 、 過 酸 化 水 素 、 過 酸 （ 過 酢 酸
な ど ） 、 オ ゾ ン お よ び 二 酸 化 塩 素 が 挙 げ ら れ る 。 使 用 さ れ る 酸 化 剤 の 量 は 、 汚 れ 除 去 組 成
物 の 部 分 Ｉ Ｉ の 全 重 量 に 対 し て 、 多 く の 場 合 は 約 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ 約 ６ ０ ． ０ 重 量 ％ 、 好
ま し く は 約 ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ 約 ４ ０ ． ０ 重 量 ％ で あ り 、 最 も 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ８ 重 量 ％
～ 約 ３ ０ ． ０ 重 量 ％ の 酸 化 剤 で あ る （ そ の 中 に 包 含 さ れ る 全 て の 範 囲 を 含 む ） 。 部 分 Ｉ Ｉ
の 残 り は 水 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
部 分 Ｉ 、 ま た は 部 分 Ｉ Ｉ 、 も し く は 汚 れ 除 去 組 成 物 を 調 製 す る 場 合 、 各 材 料 （ そ れ ぞ れ の
組 成 物 の 成 分 ） を 混 合 容 器 へ 添 加 し 、 適 度 な せ ん 断 条 件 下 で 攪 拌 す る こ と が で き る 。 所 望
の 組 成 物 を 生 成 で き る 限 り は 、 混 合 が 生 じ る 温 度 お よ び 圧 力 に 関 し て 制 限 は な い 。 し か し
な が ら 、 通 常 、 組 成 物 は 常 温 お よ び 大 気 圧 で 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
汚 れ 除 去 組 成 物 と し て 部 分 Ｉ の み を 用 い る こ と は 本 発 明 の 範 囲 内 に あ り 、 従 っ て 、 汚 れ 除
去 組 成 物 は 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 を 含 み 、 酸 化 剤 を 含 ま な い こ と が で き る 。 こ の
よ う な 汚 れ 除 去 組 成 物 は 、 一 般 に 、 除 去 の 対 象 と さ れ る 汚 れ が 熱 分 解 し て い な い 場 合 に 好
ま れ る 。 本 明 細 書 に お い て 使 用 さ れ る 場 合 、 熱 分 解 し た 汚 れ と は 、 約 ５ ０ ℃ よ り も 高 い 温
度 で 起 こ る プ ロ セ ス （ 例 え ば 、 食 品 、 飲 料 、 お よ び 酪 農 に 関 係 す る プ ロ セ ス ） に 起 因 す る
汚 れ を 意 味 す る と 定 義 さ れ 、 そ の た め 、 熱 分 解 し て い な い 汚 れ は 約 ５ ０ ℃ よ り も 低 い 温 度
で 起 こ る プ ロ セ ス に 起 因 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
し か し な が ら 、 熱 分 解 し た 汚 れ を 除 去 す る こ と が 所 望 さ れ る 場 合 、 一 般 に 、 汚 れ 除 去 組 成
物 は 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ の 両 方 を 含 む こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 熱 分 解 し た 汚 れ が
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 に さ ら さ れ て い る 場 合 、 こ の よ う な 組 成 物 は 、 好 ま し く は 、 カ ル
ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 も 酸 化 剤 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 を 生 成 す る た め に 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ が 用 い ら れ る 場 合 、 得 ら
れ る 使 用 溶 液 は 、 通 常 、 約 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ 約 ２ ０ ． ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ２ 重
量 ％ ～ 約 １ ０ ． ０ 重 量 ％ 、 最 も 好 ま し く は 約 １ ． ０ 重 量 ％ ～ 約 ３ ． ０ 重 量 ％ の 部 分 Ｉ と 、
約 ０ ． ０ １ 重 量 ％ ～ 約 １ ０ ． ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ２ 重 量 ％ ～ 約 ５ ． ０ 重 量 ％ 、
最 も 好 ま し く は 約 ０ ． １ 重 量 ％ ～ 約 １ ． ０ 重 量 ％ の 部 分 Ｉ Ｉ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 任 意 の 添 加 剤 に つ い て 、 こ の よ う な 任 意 の 添 加 剤 と し て は 、 消
泡 剤 、 ヒ ド ロ ト ロ ー プ 、 湿 潤 剤 、 結 晶 成 長 阻 害 剤 、 安 定 化 剤 、 酵 素 お よ び ア ル カ リ 源 な ど
が あ る 。 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ は 、 独 立 し て 、 そ れ ぞ れ 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ の 全 重 量 に
対 し て 約 ６ ０ 重 量 ％ 以 下 の 任 意 の 添 加 剤 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 消 泡 剤 と し て は 、 シ リ カ 、 シ リ コ ー ン 、 脂 肪 族 酸 ま た は エ ス テ
ル 、 ア ル コ ー ル 、 ア ル コ キ シ ル 化 脂 肪 ア ル コ ー ル 、 お よ び エ チ レ ン オ キ シ ド － プ ロ ピ レ ン
オ キ シ ド 共 重 合 体 の よ う な 良 く 知 ら れ た 試 薬 が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 で 使 用 さ れ る 好 ま し い
消 泡 剤 は 、 BASFに よ り Ｐ ｌ ｕ ｒ ａ ｆ ａ ｃ の 名 称 で 販 売 さ れ て い る 直 鎖 ア ル コ ー ル で あ る 。
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 消 泡 剤 の タ イ プ に つ い て の よ り 詳 細 な 説 明 は 、 米 国 特 許 第 ６ ，
１ ８ ４ ， ３ ４ ０ 号 に 見 出 す こ と が で き 、 そ の 開 示 は 参 照 に よ っ て 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な ヒ ド ロ ト ロ ー プ と し て は 、 硫 酸 ラ ウ リ ル 、 キ シ レ ン ス ル ホ ン 酸
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ナ ト リ ウ ム 、 ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 （ お よ び そ の 塩 ） 、 ス ル ホ コ ハ ク 酸 塩 、 ク メ ン ス ル ホ ン
酸 ナ ト リ ウ ム 、 リ ン 酸 エ ス テ ル 、 ア ル キ ル ポ リ グ ル コ シ ド 、 脂 肪 酸 お よ び そ の 塩 、 な ら び
に イ ミ ダ ゾ リ ン か ら 選 択 さ れ る 界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 湿 潤 剤 に つ い て は 、 こ の よ う な 湿 潤 剤 は 市 販 さ れ て お り 、 通 常
、 ア ル キ ル ポ リ グ ル コ シ ド 、 ま た は エ チ レ ン オ キ シ ド 部 分 、 ま た は プ ロ ピ レ ン オ キ シ ド 部
分 、 な ら び に こ れ ら か ら 調 製 さ れ た 共 重 合 体 お よ び 混 合 物 を 含 有 す る も の の よ う な 、 低 発
泡 性 の 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 結 晶 成 長 阻 害 剤 に は 、 Ｂ ａ ｙ ｈ ｉ ｂ ｉ ｔ （ Bayer） お よ び Ｄ ｅ
ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ （ Solutia社 ） の 名 称 で 市 販 さ れ て い る よ う な ホ ス ホ ネ ー ト が 含 ま れ る 。 そ の
他 の 結 晶 成 長 阻 害 剤 と し て は 、 Alcoに よ り Ａ ｌ ｃ ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ ｓ ｅ の 名 称 で 市 販 さ れ て い る
も の な ど の ポ リ カ ル ボ キ シ レ ー ト が あ る 。 本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 安 定 化 剤 と し て は 、
Solutia社 が Ｄ ｅ ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ の 名 称 で 市 販 し て い る も の を 含 む ホ ス ホ ネ ー ト が 挙 げ ら れ る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
酵 素 が 本 発 明 の ク リ ー ニ ン グ 組 成 物 中 に 配 合 可 能 で あ る こ と 以 外 に は 、 本 発 明 に お い て 使
用 可 能 な 酵 素 に 関 し て 制 限 は な い 。 こ れ ら の タ イ プ の 酵 素 に は 、 ア ミ ラ ー ゼ 、 リ パ ー ゼ 、
プ ロ テ ア ー ゼ 、 ラ ク タ ー ゼ お よ び そ れ ら の 混 合 物 が 含 ま れ る 。 こ の よ う な 酵 素 は 良 く 知 ら
れ て お り 、 Novo Nordisk A/Sお よ び Genencorの よ う な 供 給 業 者 か ら 市 販 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 は 、 例 え ば 、 熱 分 解 お よ び ／ ま た は 非 熱 分 解 脂 質 を 含 有 す る 汚 れ
お よ び タ ン パ ク 質 を 含 有 す る 汚 れ が 存 在 す る 場 合 に 、 思 い が け な く 優 れ た ク リ ー ニ ン グ 結
果 を 示 す 。 ま た 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 は 、 炭 酸 ま た は 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 、 炭 酸 カ ル シ ウ
ム ま た は リ ン 酸 カ ル シ ウ ム の よ う な 、 塩 に 分 類 す る こ と が で き る 汚 染 物 質 ま た は 汚 れ を 除
去 す る こ と が 所 望 さ れ る 場 合 に も 、 優 れ た ク リ ー ニ ン グ 特 性 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 明 細 書 に お い て は 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 が 約 １ ０ ． ０ ～ 約 １ ４ ． ０ の ｐ Ｈ 範 囲 に 保
持 さ れ た 場 合 に 、 思 い が け な く ク リ ー ニ ン グ 特 性 を 示 す 点 に 注 意 さ れ た い 。 優 れ た ク リ ー
ニ ン グ 特 性 が 所 望 さ れ る 場 合 、 組 成 物 は 、 好 ま し く は ｐ Ｈ 約 １ １ ． ０ ～ 約 １ ３ ． ５ 、 最 も
好 ま し く は ｐ Ｈ 約 １ １ ． ０ ～ 約 １ ２ ． ５ に 保 持 さ れ る （ そ の 中 に 包 含 さ れ る 全 て の 範 囲 を
含 む ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 の ｐ Ｈ は 、 酸 、 塩 基 を 必 要 に 応 じ て 添 加 す る こ と 、 お よ び ／ ま た
は 緩 衝 液 を 使 用 す る こ と に よ っ て 変 更 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 酸 に は 、 硫 酸 お よ び
リ ン 酸 が 含 ま れ る 。 塩 基 に は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム お よ び リ チ ウ ム が 含 ま れ 、 緩 衝
液 に は 重 炭 酸 、 炭 酸 お よ び 重 炭 酸 ／ 炭 酸 緩 衝 液 な ら び に ホ ウ 砂 が 含 ま れ る 。 使 用 可 能 な ｐ
Ｈ 変 更 剤 （ modifier） の 量 は 、 所 望 の ｐ Ｈ が 得 ら れ る 範 囲 の み に 限 定 さ れ る 。 緩 衝 液 に 関
し て は 、 添 加 さ れ る 量 は 、 本 発 明 の 組 成 物 を 実 質 的 に 安 定 に 維 持 す る の に 十 分 な 量 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 が 調 製 さ れ た 後 、 そ れ が 調 製 さ れ た タ ン ク 発 生 器 内 で 組 成 物 の ｐ
Ｈ を 変 更 ま た は 緩 衝 す る こ と が で き る 。 必 要 に 応 じ て 、 組 成 物 を 変 更 ま た は 緩 衝 す る た め
に 別 の タ ン ク を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ｐ Ｈ の 変 更 お よ び ／ ま た は 緩 衝 に 続 い て 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 は 、 ポ ン プ お よ び フ ィ
ー ド ラ イ ン を 介 し て 、 ク リ ー ニ ン グ の 対 象 と さ れ る 加 工 装 置 へ ポ ン プ で 送 り 込 ま れ る 。 こ
の よ う に し て 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 は 、 好 ま し く は Ｃ Ｉ Ｐ プ ロ セ ス で 使 用 さ れ る 。 可
能 な 範 囲 内 で 、 組 成 物 は 、 リ サ イ ク ル ま た は 廃 棄 の た め に 最 終 的 に 排 出 さ れ る ま で 、 装 置
の 内 側 部 分 全 体 の 至 る と こ ろ に ポ ン プ で 送 り 込 ま れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 ク リ
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ー ニ ン グ ま た は 消 毒 の 対 象 と さ れ る 装 置 の 外 側 表 面 に ポ ン プ で 送 り 込 む ま た は 噴 霧 す る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 組 成 物 は 、 オ ー プ ン プ ラ ン ト ク リ ー ニ ン グ の た め に も 使 用 す る こ
と が で き る 。 ポ ン ピ ン グ は 、 任 意 の 技 術 承 認 さ れ た ポ ン プ に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ の よ う
な ポ ン プ は 、 一 般 に 、 蠕 動 ポ ン プ 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ 、 ま た は 容 積 式 ポ ン プ に 分 類 す る
こ と が で き る 。 こ の よ う な ポ ン プ は 、 通 常 、 Watson-Marlow社 お よ び Tri-Clover社 の よ う
な 供 給 業 者 に よ っ て 製 造 さ れ る 。 例 え ば 、 加 工 装 置 の 外 側 部 分 を 噴 霧 す る た め に 使 用 す る
こ と が で き る 噴 霧 装 置 は 、 通 常 、 System Cleaners A/Sの よ う な 会 社 （ establishments）
を 通 じ て 販 売 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な ポ ン プ お よ び 噴 霧 装 置 は 、 Divers
eyLeverの よ う な 衛 生 （ sanitary） お よ び 健 康 （ hygiene） の 専 門 業 者 か ら 購 入 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 を 生 成 お よ び 保 存 し 、 必 要 に 応 じ て 組 成 物 を 使 用 す る こ
と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 。 ま た 、 組 成 物 を 生 成 し 、 次 に 組 成 物 の 送 出 を 担 う ポ ン プ へ
直 接 組 成 物 を 送 り 込 む こ と も 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る 。 ま た さ ら に 、 保 存 さ れ た 組 成 物 と 新
た に 生 成 さ れ た 組 成 物 と の 組 み 合 わ せ を 、 組 成 物 の 送 出 を 担 う ポ ン プ へ 送 り 込 む こ と も で
き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 に お い て 使 用 可 能 な 導 管 に つ い て は 、 こ の よ う な 導 管 は 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物
を 移 送 可 能 で な け れ ば な ら な い 。 導 管 は 高 分 子 導 管 ま た は 金 属 導 管 で あ る こ と が 多 く 、 ス
テ ン レ ス 鋼 が 特 に 好 ま し い 。 ま た 、 こ の よ う な 導 管 の 内 径 は 約 ０ ． ２ ５ ｃ ｍ ～ 約 ２ ０ ｃ ｍ
の 範 囲 で あ る が 、 約 ２ ． ５ ｃ ｍ ～ 約 １ ０ ｃ ｍ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
汚 れ 除 去 組 成 物 が 加 工 装 置 へ 送 出 さ れ る 速 度 は 、 組 成 物 が 対 象 の 加 工 装 置 を 清 浄 に す る の
を 妨 害 し な い 速 度 で な け れ ば な ら な い 。 し か し な が ら 、 通 常 、 組 成 物 が 加 工 装 置 へ 送 出 さ
れ る 速 度 は 、 最 小 線 速 度 を 約 １ ． ５ ～ 約 ２ ． ５ メ ー ト ル ／ 秒 に 保 持 す る こ と に よ っ て 選 択
ま た は 導 出 さ れ る 速 度 で あ る 。 最 も 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ は 加 工
装 置 へ 独 立 し て 送 出 さ れ 、 部 分 Ｉ は 約 １ ０ ～ 約 ２ ０ ， ０ ０ ０ 、 好 ま し く は 約 ２ ０ ０ ～ 約 １
０ ， ０ ０ ０ 、 最 も 好 ま し く は 約 ２ ０ ０ ０ ～ 約 ４ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合
物 を 含 有 す る 使 用 溶 液 を 生 成 す る よ う に 供 給 さ れ 、 部 分 Ｉ Ｉ は 約 １ ０ ～ 約 １ ０ ， ０ ０ ０ 、
好 ま し く は 約 １ ０ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ０ 、 最 も 好 ま し く は 約 ５ ０ ０ ～ 約 １ ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ の 酸 化 剤
を 含 有 す る 使 用 溶 液 を 生 成 す る よ う に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 を ク リ ー ニ ン グ 対 象 と さ れ る 加 工 装 置 へ 供 給 す る こ と は 、 送 出 中
の 組 成 物 が 加 工 装 置 の 単 一 フ ィ ー ド ラ イ ン 内 へ 送 り 込 ま れ る よ う な 方 法 で 実 行 す る こ と が
で き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 組 成 物 は 加 工 装 置 の 各 成 分 の フ ィ ー ド ラ イ ン 内 へ 送 り 込
ま れ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の ク リ ー ニ ン グ 組 成 物 は 、 ク リ ー ニ ン グ 中 の 加 工 装 置 の 内 部 ま た
は 外 側 で 混 合 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 明 細 書 に お い て は 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 が カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 と 、 必 要 に
応 じ て 酸 化 剤 と を 含 む こ と に 注 意 さ れ た い 。 し か し な が ら 、 組 成 物 が カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ
ノ 化 合 物 、 酸 化 剤 、 お よ び 水 か ら 本 質 的 に な る こ と は 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 。 さ ら に 、
組 成 物 が カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 、 酸 化 剤 お よ び 水 か ら な る こ と も 本 発 明 の 範 囲 内 で
あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 汚 れ 除 去 組 成 物 が ポ ン プ で 送 り 込 ま れ る 、 お よ び ／ ま た は 噴 霧 さ
れ る 場 合 、 組 成 物 は 圧 力 お よ び 熱 に さ ら さ れ 得 る 。 圧 力 お よ び 熱 （ 例 え ば 、 組 成 物 の 温 度
） は 変 動 し 得 る も の で あ り 、 対 象 の 加 工 装 置 を 清 浄 に す る た め に 組 成 物 を 使 用 で き る 範 囲
に の み 限 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 下 の 実 施 例 は 、 さ ら に 説 明 し て 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め に 提 供 さ れ る 。 し た が っ
て 、 実 施 例 は 限 定 さ れ る こ と を 意 味 す る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 精 神 の 中 に
含 ま れ る 変 更 は 本 発 明 の 範 囲 お よ び 精 神 の 中 に あ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
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［ 実 施 例 １ － ２ ］
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
混 合 容 器 中 で 適 度 な せ ん 断 の 下 、 成 分 を 混 合 す る こ と に よ っ て 実 施 例 １ お よ び ２ の 汚 れ 除
去 組 成 物 を 調 製 し た 。 部 分 Ｉ お よ び 部 分 Ｉ Ｉ （ す な わ ち 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お
よ び 酸 化 剤 が 存 在 す る 場 合 ） を １ つ の 容 器 内 で 同 時 に 調 製 し た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
汚 れ 除 去 の デ ー タ は 、 熱 分 解 し た 牛 乳 で 汚 し た モ デ ル 実 験 用 熱 交 換 器 を 有 す る 実 験 室 試 験
を 用 い て 作 成 し 、 試 験 は 、 Delsing B.M.A. and Hiddinkj, Nederlands Instituut Voor Z
uivelodersoek, Verslag V240, Fouling of Heat Transfer Surfaces by Dairy Liquids
、 Netherlands Milk and Dairy Journal, 37 1983, pages 139-148か ら の リ プ リ ン ト に 記
載 さ れ た の と 同 様 の 方 法 で 実 行 し た 。 表 の デ ー タ は 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 お よ び
酸 化 剤 を 含 有 さ せ た 実 施 例 １ の 汚 れ 除 去 組 成 物 が 、 カ ル ボ キ シ ル 化 イ ミ ノ 化 合 物 の 代 わ り
に Ｍ Ｇ Ｄ Ａ を 用 い た 実 施 例 ２ よ り も 優 れ て い る こ と を 示 す 。 清 浄 度 の 視 覚 的 な 観 察 を 次 表
に 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
Ａ － 清 浄 パ ー セ ン ト と は 、 熱 交 換 器 の 視 覚 的 分 析 に 基 づ い て 、 熱 分 解 し た タ ン パ ク 質 を 含
有 す る 汚 れ の 除 去 パ ー セ ン ト を 意 味 す る 。 さ ら に 、 実 施 例 で 発 生 し た 廃 棄 の 流 れ の 誘 導 結
合 プ ラ ズ マ 発 光 分 光 法 に よ っ て 、 実 施 例 １ の 汚 れ 除 去 組 成 物 を 使 用 し た 場 合 に 、 約 １ ０ ％
以 上 の カ ル シ ウ ム を 含 有 す る 汚 れ が 除 去 さ れ た こ と が 示 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
［ 実 施 例 ３ － ５ ］
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ４ ８ 】
実 施 例 ３ お よ び ５ の 溶 液 は 、 ０ ． ２ ５ ％ 活 性 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム へ の 添 加 剤 と し て 使 用 し 、
実 施 例 ４ の 溶 液 は 定 義 し た 通 り に 使 用 し た 。 実 施 例 ３ ～ ５ の 汚 れ 除 去 組 成 物 を 使 用 し て 、
熱 分 解 し て い な い 牛 乳 中 に 約 １ ０ 分 間 浸 漬 し た ス テ ン レ ス 鋼 パ ネ ル を ク リ ー ニ ン グ し た 。
こ の パ ネ ル を 汚 れ 除 去 組 成 物 に 約 １ ０ 分 間 さ ら し た （ 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ６ ４ ， ５ ６ １ 号 の
第 ８ 欄 に 記 載 さ れ た の と 同 様 の 方 法 で ） 。 視 覚 的 分 析 に 基 づ く ク リ ー ニ ン グ 結 果 は 、 全 て
の パ ネ ル に 、 非 熱 分 解 汚 れ が ほ ぼ １ ０ ０ ％ 存 在 し な い こ と を 示 し た 。 こ の 結 果 は 、 本 発 明
の 汚 れ 除 去 組 成 物 が 非 熱 分 解 汚 れ を う ま く 除 去 で き る こ と を 示 し た 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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